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磯
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次
『楊
東
來
先
生
批
詳
西
游
記
』
の
成
書
と
刊
行
に
關
す
る
問
題

「元
本
西
遊
記
」
に
お
け
る
朱
八
戒
の
登
場

朱
八
戒
か
ら
猪
八
戒
像

へ
の
發
展
と
そ
の
過
程

『西
遊
記
』
成
立
史
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
點
の

一
つ
は
、
朱

(猪
)
八
戒
の

登
場
で
あ
る
。
猪
八
戒
と
い
え
ば
、
無
知
に
し
て
好
色
、
貪
餽
に
し
て
懶
惰
と
い

う
性
格
を
持
ち
、
孫
悟
空
と
と
も
に
そ

の
形
象
は
き
わ
め
て
印
象
的
で
あ
る
と
言

う

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

『西
遊
記
』

全
體
の
構
成
か
ら
、
彼
の
持

つ
役
割

を
考
究
す
る
な
ら
ば
、
單
に
物
語
中
に
滑
稽
さ
を
添
え
る
た
め
に
の
み
あ
る
の
で

は
な
く
、
さ
ら
に
重
要
な
役
割
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
こ
の

猪
八
戒

の
形
象
を
煩
惱

の
具
象
化
さ
れ

た
も
の
と
考
え
う
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。
猪
八
戒
は
結
果
と
し
て
、

三
藏
法
師
ら
に
試
練
を
與
え
る
役
割
を
擔

う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
取
經

の
旅
中

で
、
彼
の
た
め
に

一
行

は

つ
ね

に
危

地

に
陷
る
。
彼
は
外
的
事
件
を
紛
糾
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
内
に
は
人
に
俗
心
を

起
こ
さ
せ
、

一
行
が
西
天
に
着
く
ま
で
試
練
を
課
し

つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。
西
遊

西
遊
記

に
お
け
る
猪

八
戒
像

の
形
成

記
物
語
で
、
孫
悟
室
は
觀
晋
の
厚
い
加
護
の
も
と
に
護
法
瀞
的
働
き
を
よ
り
多
く

持
ち
、
對
照
的
に
猪
八
戒
は
、
凶
瀞
的
働
き
を
よ
り
多
く
持

っ
て
い
る
。
悟
空
が

正
で
あ
れ
ば
、
樹
照
的
に
八
戒
は
員
の
形
象
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
兩

者
と
も
單
純
に
は
區
分
で
き
な
い
要
素
を
内
包
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
で
、
八
戒

も
最
後
に
は
證
果
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

『
西
遊
記
』
に
お
け
る
登

場
人
物

の
形
象
化
の
問
題
は
、
な
お
多
く
解
明
す
べ
き
課
題
を
持

つ
が
、
こ
の
う

ち
の
猪
八
戒
に
つ
い
て
も
ま
た
、
不
明
の
點
が
數
多
く
存
在
す
る
。
小
論
で
は
、

猪
八
戒

の
出
自
に
關
す
る
檢
討
、
お
よ
び
そ
の
形
象
の
發
展
に
つ
い
て
、
知
り
得

た
と
こ
ろ
を
論
じ
て
み
た
い
。
な
お
、
猪
八
戒
の
出
自
の
檢
討
を
行
な
う
た
め
の

必
須

の
基
礎
作
業
と
し
て
、
世
徳
堂
刊

『刻
官
板
全
像
西
遊
記
』

(以
下
、

世
徳

堂
本
と
略
稱
す
る
)
と
戲
曲

『楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
と
の
間
の
成
書
上
の

先
後

の
檢
討
を
行
な

っ
た
が
、

こ
の
部
分
は
紙
面
の
都
合
で
、
や
む
な
く
要
旨
の

ω

み
を
記
す
に
と
ど
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

第

一
章

『楊
東
來
先
生
批
諢
西
游
記
』

關
す
る
問
題

の
成
書

と
刊
行
に

『
西
遊
記
』
の
登
場
人
物
の
中
で
、

ユ
:
モ
ア
と
好
色
で
人
々
の
關
心
を
引
く

猪
八
戒
は
、
い
つ
頃
ど
の
よ
う
に
登
場
し
て
來
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
北
宋
末
よ
り

一
八
三



日
本
中
國
學
會
報

第
三
十

一
輯

南
宋
初
に
は
、
既
に
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
西
遊
記
物
語
に
お
け
る
現
存
最

古
の

『大
唐
三
藏
取
經
詩
話
』

(以
下
、

宋
本
と
略
稱
す
る
)
に
は
、
孫
悟
空

・

沙
和
爾
の
前
身
で
あ
る
猴
行
者

・
深
沙
神
が
登
場
す
る
が
、
猪
八
戒
に
あ
た
る
も

の
は
見
え
な
い
。
猪
八
戒
の
名
が
見
え

る
最
古
の
資
料
は
、
元
代
前
牛
期
の

「
西

②

遊
記
」
を
抄
引
す
る
と
さ
れ
る

『銷
釋
眞
空
寶
卷
』
で
あ
る
。
そ
こ
に
、

む

む

　

「

將
領
定

孫
行
者

齊
天
大
聖

猪
八
界

沙
和
尚

四
聖
隨
根

」
(傍
點
筆
者
)

と

「
猪
八
界
」
の
名
が
見
え
る
。

し
か
し
、
「猪
八
界
」

に
關
す
る
物
語

の
内
容

㈲

は
全
く
不
明
で
あ
る
。
元
代
末
期
の

「
元
本
西
遊
記
」
(『朴
通
事
諺
解
』
・
『老
朴
集

覽
』)
に
な
る
と
、
よ
う
や
く
初
期
の
猪
八
戒
原
像
と
も
言
い
う
る
形
象
が
認
め
ら

れ
る
。
『老
朴
集
覽
』
中
、
「朴
逋
事
集
覽
下
」
に
見
え
る
も
の
が
そ
れ
て
あ
る
。

む

む

む

　

　

　

「
孫
行
者
、
..

改
號
爲
孫
行
者
、
與
沙
和
爾
及
黒
猪
精
朱
八
戒
、
偕
往
在

む

む

む

む

　

ムリ

む

む

む

む

路
降
妖
去
恠
、

・孫
行
者
證
果
大
力
王
菩
薩
、
朱
八
戒
證
果
香
華
會
上
淨

む

む

む

壇
使
者
。」
(傍
點
筆
者
)

こ
の
記
載
か
ら
、
黒
猪
精
の
朱
八
戒
か
、
西
天
取
經
後
、
證
果
を
得
て
香
華
會
上

の
淨
壇
使
者
に
な

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
だ
が
、

コ
兀
本
西

遊
記
」

に

お
け

る
朱
八
戒
の
登
場
と
結
末
の
部
分
は
知

ら
れ
る
も
の
の
、
彼
の
出
自
や
物
語
の
中

に
お
け
る
具
體
的
な
活
躍
の
樣
子
は

一
切
不
明
で
あ
る
。
猪
八
戒

の
原
像

に
近

く
、
か
つ
明
瞭
な
姿
で
物
語
に
登
場
す

る
も
の
は
、
明
初
の
作

に
比
定

さ
れ

る

『
楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』

(以
下
、

楊
劇
西
游
記
と
略
稱
す
る
)
に
登
場
す

る
猪

(朱
)
八
戒
で
あ
る
。
楊
劇
西
游
記
は
、
萬
暦
甲
寅

(昭
)
歳
の

「
西
游
記

小
引
」
を
も
つ
。

一
方
、
小
読
で
あ
る
世
徳
堂
本
西
遊
記
は
、
萬
暦
二
十
年
序
刊

て
あ
り
、
戯
曲
の
方
が
後
刊
と
な
る
。
楊
劇
西
游
記
と
世
徳
堂
本
西
遊
記
と
の
間

に
は
、
プ

ロ
ソ
ト
に
お
い
て
異
同
が
あ
り
、
猪
八
戒
の
出
自
を
檢
討
す
る
際
に
こ

れ
が
問
題
と
な
る
。
テ
キ
ス
ト
の
刊
行
年
代
と
は
別
に
、
楊
劇
西
游
記
と
世
徳
堂

一
八
四

本
西
遊
記
の
そ
れ
ぞ
れ
の
成
書
年
代
を
考
え
、
と
ち
ら
が
先
に
成
立
し
て
い
た
か

を
檢
討
す
る
の
が
、
こ
の
章
の
目
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
遞
の
よ
う
に
、
こ
こ

に
は
残
念
な
が
ら
檢
討
結
果
の
要
旨
の
み
を
記
す
に
と
ど
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

以
下
、
こ
れ
を
甲
兩
者
の
内
容
比
較
、
乙
楊
劇
西
游
記
の
成
書
と
い
う
二
點
に
重

く

く

點
を
置
い
て
要
約
す
る
。

励

楊
劇
西
游
記
と
世
徳
堂
本
西
遊
記
の
内
容
比
較

こ
れ
を
箇
條
書
き
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

e
、
楊
劇
西
游
記
に
は
、

「
陳
光
蕊
江
流
和
爾
」
物
語
が
あ
る
が
、

世
徳
堂
本
で

は
創
除
さ
れ
て
い
る
。
元
來
、
こ
の
物
語
は
、
西
遊
記
物
語
中
に
存
在
し
た
と
思

わ
れ
、
楊
劇
西
游
記
が
世
徳
堂
本
に
據

っ
て

「
陳
光
蕊
江
流
和
爾
」
物
語
を
作
り

あ
げ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

つ
ま
り
、
楊
劇
西
游
記
が
こ
の
點
に
關
し
て
は
、
先

行
し
た
プ

ロ
ソ
ト
と
な
る
。

⇔
、
三
藏
法
師
の
西
天

へ
の
旅
立
ち
の
見
迭
り
の
際
、
楊
劇
西
游
記
は
尉
遅
敬
徳

が
中
心
と
な
り
、
元
の
呉
昌
齡
劇

「諸
侯
餞
別
」
折

(『
萬
壑
清
脅
』

卷
四
)
に

近
い
。
世
徳
堂
本
は
、
唐

の
太
宗
と
三
藏
法
師
と
の
や
り
と
り
に
力
點
を
置
く
。

⇔
、
楊
劇
西
游
記
て
は
、
木
叉
が
龍
馬
を
三
藏
法
師
の
も
と

へ
邊
り
屆
け
る
。
世

徳
堂
本
て
は
、
觀
晋
か
玉
龍
を
谷
川
の
中
に
住
ま
わ
せ
て
、

取
經
人

を
待
た

せ

る
。
楊
劇
西
游
記
が
火
龍
太
子
と
す
る
の
は
、

『
銷
釋
眞
空
寶
卷
』

の
火
龍
駒
に

近
く
、
世
徳
堂
本
の
玉
龍
と
比
べ
て
古
い
時
代
の
反
映
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

㈱
、
楊
劇
西
游
記
て
三
藏
法
師
の
守
護
役
の

一
人
と
な

っ
た
華
光
天
王
は
、
世
徳

堂
本
で
は
華
光
行
院
と
い
う
朽
ち
た
牌
坊
名
と
し
て
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

的
、
楊
劇
西
游
記
の
孫
行
者
は
、
逋
天
大
聖
の
號
て
花
果
山
中
の
紫
雲
羅
洞
に
住

む
。
そ
し
て
、
孫
行
者
を
銅
筋
鐡
骨
火
眼
金
睛
と
す
る
。
紫
雲

羅
洞

と
そ

の
姿

は
、
宋
本
の
紫
雲
洞

・
銅
筋
鐡
骨
大
聖
に
近
い
。
こ
れ
に
獨
し
て
、
世
徳
堂
本
で



は
齊
天
大
聖
と
號
し
、
金
子
心
肝

・
銀
子
肺
腑

・
銅
頭
鐡
背

・
火
眼
金
睛
の
體
と

読
明
し
、
き
わ
め
て
理
智
的
な
孫
悟
室
で
あ
る
。
楊
劇
西
游
記
の
孫
行
者
は
、
歸

依
後
も
妖
怪
性
が
殘
り
、
古
く
過
渡
的
な
段
階
を
反
映
す
る
。

㈹
、
楊
劇
西
游
記
は
、
沙
和
尚
を
第
二
番
弟
子
と
し
、
世
徳
堂
本
は
第
三
番
弟
子

と
す
る
。
た
が
、
世
徳
堂
本
も
第
二
番
目
の
時
の
痕
跡
を
殘
す

(
30
囘
)
た
め
、

宋
本

・
「
元
本
西
遊
記
」

の
姿
を
反
映
す
る
楊
劇
西
游
記
は
、

明
ら
か
に
世
徳
堂

本
に
先
行
す
る
。

㊨
、
楊
劇
西
游
記
の
鬼
子
母

・
紅
孩
児
母
子

の
話
は
、
過
渡
的
形
態
を
持
ち
内
容

に
乏
し
い
。
世
徳
堂
本
は
、
紅
孩
兒
の
話
を
獨
立
さ
せ
、
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
る
。

㈹
、
猪
八
戒
の
話
は
、
後
述
す
る
よ
う

に
相
當

の
差
異
を
持

つ
。
楊
劇
西
游
記
て

は
、

二
郎
神
に
よ

っ
て
收
服
さ
れ
、
世
徳
堂
本
で
は
、
孫
悟
空
に
よ

っ
て
取
經

の

高
僣
が
來
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
歸
依
す
る
。

ω
、
楊
劇
西
游
記
で
は
、
火
焔
山
は
鐡
勗
公
主
の
鐡
易
子
を
使

え
ば
通
れ

る
と

し
、
孫
行
者
が
借
り
に
行
く
が
貸
し
て
も
ら
え
す
、
逆
に
あ
お
き
飛
ば
さ
れ
る
。

結
局
、
觀
音
の
命
を
う
け
た
紳
將
が
火
を
淌
す
。
鐡
勗
子
を
使
わ
な
い
の
は
勿
論

の
こ
と
、
鐡
扇
公
主
の
結
末
に
も
ふ
れ
な
い
。
こ
れ
に
獨

し

て
、
世
徳
堂
本

で

は
、
火
炎
山
は
羅
刹
女
の
持

つ
芭
蕉
扇
を
使

っ
て
の
み
通
過
で
き
る
と
す
る
。
牛

魔
王
な
ど
も
登
場
し
、
見
せ
場
の

一
つ
と
な
り
、
戰
い
に
敗
れ
た
牛
魔
王
と
羅
刹

女
か
佛
に
歸
依
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
結
着
が

つ
く
。
楊
劇
西
游
記
は
、
明
ら
か
に

過
渡
的
樣
相
を
呈
す
る
。

①
、
西
天
に
着
い
た
三
藏
法
師
ら

一
行

の
う
ち
、
楊
劇
西
游
記
で
は
、
三
人
の
弟

子
は
先
に
證
果
を
得
て
、
再
び
は
東
土

へ
も
と
ら
な
い
。
世
徳
堂
本
て
は
、

三
藏

法
師
と
經
典
と
と
も
に
東
土
に
も
ど
る
。
そ
の
後
、
再
び
西
天

へ
歸
り
、
そ
こ
て

各
々
證
果
を
得
る
。

西
遊
記

に
お
け

る
猪
八
戒
像

の
形
成

以
上
、
ご
く
大
づ
か
み
に
楊
劇
西
游
記
と
世
徳
堂
本
西
遊
記
と
の
プ

ロ
ソ
ト
の

比
較
を
行
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
概
し
て
楊
劇
西
游
記
の
方
が
、
古
い
内
容
や
過

渡
的
樣
相
を
呈
す
る
こ
と
か
指
摘
さ
れ
る
。

て
は
、
楊
劇
西
游
記
は
、
い
つ
ご
ろ
の
成
書
で
あ
ろ
う
か
。

乙

楊
劇
西
游
記
の
成
書

ー

く

る

楊
劇
西
游
記
に
關
す
る
研
究
は
い
く

つ
か
あ
る
。
し
か
し
、
成
書

の
上
限
は
に

わ
か
に
は
決
め
が
た
く
、
こ
こ
で
は
、
現
行
の
楊
劇
西
游
記
の
成
書
の
下
限
が
ど

の
時
期
に
置
け
る
か
に
つ
い
て
の
檢
討
を
要
約
す
る
。

元
の
呉
昌
齢
以
後
、
明
初
よ
り
嘉
靖
期
の
問
に
、
戯
曲
の
西
遊
記
が
作
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
次
の
資
料
な
と
に
よ

っ
て
確
認
て
き
る
。

㈲

◎
楊
悌
撰

「
洞
天
玄
記
前
序
」
(嘉
靖
21
年
、
『洞
天
玄
記
』)

◎
晁
環
撰

『晁
氏
寶
文
堂
書
目
』
〈樂
府
〉
「
・
・
西
廂
摘
錦

・
苑
樂
餘
晋

・
西
遊

記
」
(嘉
靖
年
間
)

樹

◎

「玄
奘
取
經
第
四
出
楊
景
夏
作
」
(『傳
是
樓
舊
藏
抄
本
詞
謔
』
((嘉
靖
年
間
}))

こ
の
う
ち
、

と
く
に
、

『傳
是
樓
舊
藏
抄
本
詞
謔
』
は
、
字
句
の
異
同
は
あ
る

も
の
の
、

「楊
劇
西
游
記
」

ら
し
き
も
の

(或
は
現
行
の
姿
に
近
い
も
の
)
が
嘉

靖
年
代
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

一
方
、
『古
今
書
刻
』
に
、
「
山
東

魯
府

羣
書
鈎
玄

薩
天
錫
詩

西
遊

記

蓬
棊
圖
、

登
州
府

海
道
經

西
…遊
記

」
と
あ
る
。
登
州
府
の

「
西

遊
記
」
は
、

丘
處
機
が
登
州
の
人
で
あ
る
こ
と
な
と
か
ら
考
え
る
と
、

『長
春
眞

人
西
遊
記
』
の
可
能
性
が
強
い
。
他
方
、
魯
府
の

「西
遊
記
」
は
、
太
田
辰
夫
氏

㎝

は
世
徳
堂
本
西
遊
記
に
先
行
す
る
小
説

「
魯
府
本
西
遊
記
」
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

筆
者
は
、
現
行
の
楊
劇
西
游
記
の
卷
頭
に
明
朝
を
た
た
え
る
頌
詩

が
あ

る

こ
と

や
、
明
朝
と
戲
曲
と
の
深
い
關
係
か
ら
、
現
行
の
楊
劇

西
游
記

が
、
内
府

(藩

一
八
五
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府
)
本
の
系
統
を
引
く
も
の
で
、

こ
の
魯
府
の

「西
遊
記
」
に
當
た
る
も
の
で
は

な
か

っ
た
か
と
推
測
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
資
料
の
み
で
は
、
楊
劇
西

游
記
が
現
行
の
姿
で
下
限
と
し
て
の
嘉
靖
年
間
に
存
在
し
て
い
た
か
否
か
は
不
明

て
あ
る
。
こ
の
點
を
さ
ら
に
掘
り
さ
げ

る
こ
と
に
し
よ
う
。

現
行
の
楊
劇
西
游
記
が
刊
行
さ
れ
た

の
は
、
王
世
貞
沒
の
萬
暦
18
年
よ
り
萬
暦

姐
年
の
間
で
あ
る
。
刊
行
の
い
き
さ
つ
は
、
卷
頭
に
あ
る
彌
伽
弟
子
の

「
西
游
記

小
引
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
本
劇

を
元
の
呉
昌
齡
撰
と
し
て
疑
わ
ず
、
得
た

底
本
に
校
讐
を
加
え
て
刊
行
し
た
。
こ
の
校
讐
が
行
な
わ
れ
た

で
あ

ろ
う

こ
と

は
、
李
開
先
の
引
用

(『傳
是
樓
舊
藏
抄
本
詞
謔
』)
と

の
間
に
差
異
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
小
引
の
家

の
蘊
室
居
士
の

「
圏

[…園
困

先
生
批
評
西
游
記
總
論
」
は
、

次
の
よ
う
に
言
う
。
呉
昌
齡
の
西
游
記

は
、
わ
ず
か
に
抄
録
祕
本
の
み
あ

っ
て
、

雕
印
さ
れ
て
い
な
い
。
北
曲
の
中
で
、

西
廂
記
は
二
十
折
あ
る
が
、
こ
の
楊
劇
西

游
記
は
二
十
四
折
あ

っ
て
す
ば
ら
し
く

、
俗
伶
の

「
西
游
記
」
を
は
る
か
に
超
越

し
て
い
る
。
だ
が
、
本
劇
の
曲
詞
に
も

缺
點
が
あ
る
。
王
世
貞
は
、
こ
の
楊
劇
西

游
記
を
見
て
い
な
か

っ
た
ら
し
い
、
と
。

楊
劇
西
游
記
に
付
隨
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
小
引
や
總
論
は
、
作
者
を
呉
昌
齢
に
當

て
る
た
め
、
信
を
置
か
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
か
、
萬
暦
當
時
、
呉
昌
齡
劇
と
楊

景
賢
劇
と
を
區
別
す
る
資
料
が
缺
け
て
い
た
た
め
、
ま
た
、
こ
の
兩
劇
と
も
稀
覯

本
で
あ

っ
た
た
め
、
彌
伽
弟
子
や
蘊
室
居
士
の
手
に
入
れ
た
楊
劇
西
游
記
の
底
本

(抄
録
本
で
あ

っ
た
ら
し
い
)
の
作
者
が
、
呉
昌
齢
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
も
不

思
議
は
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
當
時
、
楊
劇
西
游
記
は
、

『西
游
記
』

と
い
う

名
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
西
天
取
經
」

と
い
う
名
と
同

一
靦
さ
れ
、

『
録
鬼
簿
』
・

『
太
和
正
音
譜
』
に
記
さ
れ
る

「
西
天
取
經
」
の
略
稱
か
ら
、
後
世
、
再
刊
者
な

ど
に
よ

っ
て
、
呉
昌
齡
撰
と
謨
認
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
八
六

一
方
、
彌
伽
弟
子
や
蘊
空
居
士
が
楊
劇
西
游
記
を
創
作
し
た
、
或
は
大
改
訂
を

行
な

っ
た
と
い
う
形
跡
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
抄
本
詞
謔
の
引
用
文
の
存
在
、
そ

し
て
同
じ
時
代
の
文
豪
王
世
貞
が
楊
劇
西
游
記
を
見
て
い
な
い
と
言
及
し
、
か
つ

「呉
昌
齢
撰
」
と
の
み
記
す
た
め
で
あ
る
。
當
時
、
戲
曲
に
改
訂
等
を
加
え
た
場

国

合
、
テ
キ
ス
ト
に
某
々
更
定
、某

々
訂
正
な
ど
の
記
載
が
求
め
ら
れ
た
。
前
述

の
小

引
中
に
は
、
字
句
の
校
讐
を
若
干
行
な

っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
も
し
彌
伽
弟

子
ら
が
大
改
訂
を
底
本
に
加
え
た
と
す
れ
ば
、
そ
し
て
そ
の
改
訂
の
こ
と
を
伏
せ

て
お
こ
う
と
す
れ
ば
、
と
り
た
て
て
こ
の
よ
う
な
記
載
は
し
な

か

っ
た

で
あ

ろ

う
。
ま
た
、
も
し
彼
ら
が
王
世
貞
沒
後
に
楊
劇
西
游
記
を
創
作
し
た
と
す
れ
ば
、

わ
ざ
わ
ざ
總
論
に
本
劇
を
王
世
貞
が
見
て
い
な
い
な
ど
と
い
う
よ
う
な
、
當
時

の

人

々
に
す
ぐ
見
破
ら
れ
る
よ
う
な
記
載
も
し
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
彌

伽
弟
子
や
蘊
空
居
士
は
、
得
た
抄
録
の
底
本

(或
は
こ
れ
に
呉
昌
齢
撰
と
あ

っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
)
を
呉
昌
齢
撰
と
誤
認
し
、
底
本
に
若
干
の
校
讐
を
加
え
て
雕

印
し
た
の
が
現
行
の
楊
劇
西
游
記
で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
萬
暦

・
崇
碵

働

頃

の
人
々
は
、
楊
劇
西
游
記
を
呉
昌
齡
の
作
と
し
て
誤
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
内
容
と
成
書
年
代
の
兩
面
か
ら
楊
劇
西
游
記
と
世
徳
堂
本
西
遊

記
と
の
西
遊
記
物
語
發
展
史
上
に
お
け
る
位
置
を
考
え
る
と
、
世
徳
堂
本
西
遊
記⑳

の
先
行
本
と
目
さ
れ
る
も
の
が
、
嘉
靖
末
隆
慶
頃
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
す
る
點

を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
明
ら
か
に
楊
劇
西
游
記
の
成
書
が
先
行
し
、
そ
の
内
容
も

世
徳
堂
本
よ
り
古
い
段
階
に
お
け
る
姿
を
留
め
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

第

二
章

「
元
本
西
遊
記
」

に
お
け
る
朱
八
戒

の
登
場

ゆ

元
宋
の

「
元
本
西
遊
記
」
に
八
戒
は
、
「朱
八
戒
」

の
名
で
登
場
す
る
。

こ
の

朱
八
戒
の
具
體
的
な
形
象
化
が
行
な
わ
れ
る
の
は
、
前
述
の
よ
う
に

「
元
本
西
遊

記
」
と
世
徳
堂
本
西
遊
記
の
間
に
位
置
す
る
楊
劇
西
游
記
に
お
い
て
で
あ
る
。
楊



劇
西
游
記
に
は
、
猪

(ま
れ
に
朱
と
も
書
か
れ
る
)
八
戒
と
し
て
登
場
す
る
。
本

章
の
目
的
は
、
こ
の
朱
八
戒
の
登
場
の
經
緯
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。

な
お
、

「
元
本
西
遊
記
」

に
從
い
、
登
場
時
の
名
稱
を
朱
八
戒
と
呼
ぶ
こ
と
と

す
る
。

中
國
に
お
い
て
、
猪
は
古
く
か
ら
人

々
の
生
活
に
不
可
缺
の
家
畜
で
あ

っ
た
。

そ
の
た
め
、
各
地
方
に
異
稱
を
持
ち
、
ま
た
、
明
器
そ
の
他
に
も
多
く
の
遣
品
か

殘
さ
れ
て
い
る
。
猪
が
中
國
人
の
生
活

に
密
着
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
怪
奇
靈
驗
談
を
生
ん
だ
。
岳
飛
を
猪
精
と
し
て
、
そ
の
不
運
な
結
末
を
暗
示

し
た

「猪
精
」
の
話
、
菩
提
寺
の
猪
が
死
後
に
舍
利
を
殘
し
た

「
菩
提
寺
猪
」
の

話
、
家
に
飼

っ
て
い
た
猪
の
願
い
を
無
睨
し
た
た
め
に
、
冥

府

に
拘
引

さ
れ
た

「李
三
夫
妻
猪
」
の
話
、
美
女
に
化
け

て
人
を
誘
惑
す
る
好
色
な
猪
の
精
の
話
な

ど
、
猪
に
ま
つ
わ
る
詭
話
は
多
い
。
猪
を
め
ぐ
る
説
話
は
、
猪
と
い
う
人
倫
と
は

懸
隔
を
持

つ
家
畜
と
し
て
の
存
在
か
ら
、
悲
劇
的
結
末
を
た
ど
る
内
容
の
も
の
が

多
く
な

っ
て
い
る
。

從
來
、
猪
八
戒
の
出
自
に
關
し
て
、
猪
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
連
想
か
ら
こ
れ
を

国

推
測
す
る
方
法
と
、
も
う
ひ
と

つ
、
傳
統
的
な
猪
を
め
ぐ
る
怪
奇
談
な
ど
か
ら
そ

の
出
自
を
想
定
す
る
方
法
も
行
な
わ
れ

て
來
た
が
、
究
極
の
と
こ
ろ
、
猪
八
戒
の

出
自
を
把
握
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
ら
は
い
す
れ
も
間
接
的
で
、
猪
八

㈲

戒
の
出
自
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
積
極
的
根
據
に
缺
け
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

で
は
、
猪
八
戒
は
ど
の
よ
う
な
經
路
を
た
ど

っ
て
、
西
遊
記
物
語
に
登
場
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

明
の
世
徳
堂
本
西
遊
記
で
は
、
天
河

の
天
蓬
元
帥
が
不
始
末
を
し
で
か
し
て
、

そ
の
罪
の
た
め
下
界

へ
追
放
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
か
、
誤

っ
て
猪
と
し
て
生
ま
れ
變

っ
た
と
し
て
い
る

(
8
囘
)
。

「那
怪

(八
戒
ー
筆
者
注
)
道
、
我
不
是
野
豕
、
亦
不
是
老
禽
、
我
本
是
天
河

西
遊
記

に
お
け
る
猪

八
戒
像

の
形
成

里
天
蓬
元
帥
、
只
因
帶
酒
戲
弄
嫦
娥
、
玉
帝
把
我
打

了

二
千
錘
、
貶
下

塵

凡
、

一
靈
眞
性
、
竟
來
奪
舍
投
胎
、
不
期
錯
了
道
路
、
投
在
个
母
猪
胎
里
、

變
得
這
般
模
樣
。:
…
L

猪
八
戒

の
前
世
が
、
天
蓬
元
帥
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
以
後
の
明

・
清
刊
本
に
繼

承
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
徳
堂
本
西
…遊
記
に
先
行
す
る
プ

ロ
ソ
ト
を
持

つ

と
推
定
さ
れ
る
楊
劇
西
游
記
は
、
猪
(朱
)
八
戒
を
摩
利
支
天
菩
薩
の
部
下
で
あ
る

御
車
將
軍
で
あ

っ
た
と
言
う

(卷
四
第
十
三
齣

「妖
猪
幻
惑
」
1
傍
點
筆
者
)。

「
〔猪
八
戒
上
云
〕
自
離
天
門
到
下
方
、

隻
身
惟
恨
少
糟
糠
、

帥
逋
若
使
些

　

ゆ

　

　

　

む

　

　

む

む

　

む

兒
箇
、
三
界
神
祗
惱
得
忙
、
某
乃
魔
利
支
天
部
下
御
車
將
軍
、
生
於
亥
地
、

　

　

　

む

　

　

む

長
自
乾
宮
、
搭
琅
地
盜
了
金
鈴
、
支
楞
地
頓
開
金
鑠
、
潛
藏
在
黒
風
洞
裏
…

む

む

　

む

む

む

自
號
黒
風
大
王

」

猪
(朱
)
八
戒
の
主
人
で
あ
る
摩
利
支
天
菩
薩
と
は
、
梵
天

の
子

な
ど
と
言

わ

れ
、
身
を
隱
し
て
障
害
を
除
き
、
利
盆
の
多
い
神
格
と
見
な
さ
れ
、
元
來
、
イ
ン

⑯

ト
の
民
間
で
信
仰
さ
れ
た
騨
で
あ

っ
た
。
こ
の
摩
利
支
天
の
信
仰
は
、
密
歡
が
榮

え
た
唐
代
で
は
、

盛
ん
に
奪
崇
さ
れ
た
と
見
え
、

『
宣
和
畫
譜
』
・
『
八
家
祕
録
』

働

に
唐
畫

の
摩
利
支
天
像
の
記
載
が
あ
る
。
邊
境
の
敦
煌
に
も
、
摩
利
支
天
像
が
描

か
れ
て
い
舳
・
會
昌
の
廢
佛
後
・
密
歡
の
衰
退
の
中
で
・
摩
利
支
天
信
仰
は
・
武

を
輕
硯
す
る
中
國
肚
會
で
は
、
わ
が
國
ほ
ど
に
は
重
ん
じ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
な
お

一
部
に
奪
崇
さ
れ
續
け
た
。
元

一
代
を
覆

っ
た
喇
嘛
歡

の

圃

教
徒
は
、

夜
明
け
に
摩
利
支
天
を
禮
拜
す
る
。
ま
た
、

『摩
利
支
飛
刀
對
箭
』
劇

な
ど
、
劇
名

に
も
用
い
ら
れ
、

降

っ
て
明
代
に
も
、

『釋
迦
佛
雙
林
坐
化
』
劇
に

「吾
罅
乃
日
月
前
救
兵
戈
難
摩
利
支
天
是
也
」
と
登
場
す
る
。
他
方
、
道
教
に
も

⑳

攝
取
さ
れ
、
『斗
母
誥
摩
利
支
天
聖
號
』
(正
統
元
年
刻
本
)
を
構
成
し
て
い
る
。

こ

の
點
は
、
密
教
と
道
教
の
融
合
と
い
う
觀
點
か
ら
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

唐
代
以
後
、
そ
の
信
仰
を
持
績
し
て
き
た
摩
利
支
天
菩
薩
に
關
す
る
佛
歡
經
典
の

一
八
七



日
本
中
國
學
會
報

第

三
十

一
輯

鋤

う
ち
、
『佛
説
大
摩
里
支
菩
薩
經
』
に
は
、
楊
劇
西
游
記
の
猪

(朱
)
八
戒
が
自
ら

述

べ
る
出
自
と
深
い
關
係
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
記
述
か
見

う
け
ら
れ

る
。
そ

れ

は
、
摩
利
支
天
菩
薩
の
姿
を
描
寫
し
た
部
分
に
多
く
認
め
ら
れ
る
。

　

　

　

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

　

「

.…
想
彼
摩
里
支
菩
薩
坐
金
色
猪
身
之
上
身

・安
摩
里
支
菩
薩
鰹
像
、

む

む

　

む

身
作
黄
色
、
阿
闍
梨
頭
戴
金
冠
身
著
黄
衣
、
手
執
鈴
杵
發
大
勇
猛
之
心
、
復む

想
猪
車
車
乘
、

・

觀
想
摩
里
支
菩
薩
、
作
忿
怒
相
有
三
面
、
面
有
三
目

一

む

む

む

作
猪
面
利
牙
外
出
、
舌
如
閃
電
爲
大
悪
相
、

・」
(卷
一
)
(傍
點
筆
者
、
以

下
同
じ
)

「
即
於
摩
里
支
菩
薩
前
獻
護
摩
、
以
牛
骨
及
毛
井
努

里
囃
草
、
用
乳

酪
蜜

む

む

む

む

む

む

む

む

瘟
、
作
護
摩
八
千
、

・

此
菩
薩
亦
現
童
女
相
、
二
臂

一
切
莊
嚴
、
身
有
熾

む

む

ゆ

む

む

む

む

む

む

む

む

む

焔
亦
著
青
天
衣
乘
猪
、
:

其
字
變
成
自
身
如
摩
里
支
形
相
、
於
月
輪
中
乘

む

む

　

む

む

む

む

　

猪
車
而
立
:

此
眞
言
於
其
正
面
、
變
成
大
力
菩
薩
、

」
(卷
二
)

「
・

・
彼
摩
里
支
乘
金
色
猪
、

」
(卷
四
)
な
と
。

こ
の

『佛
読
大
摩
里
支
菩
薩
經
』
に
據
れ
ば
、
摩
利
支
天
菩
薩
は
猪
の
背
上
に

乘
り
、
童
女
の
顔
で
三
面
六
臂
(卷
二
)
を
持
ち
、
あ
る
時
は
大
力
菩
薩
に
變
化
す

る
と
あ
る
。

『
佛
詭
大
摩
里
支
菩
薩
經
』

に
お
け
る
菩
薩
と
猪

の
關
係
は
、
先
に

示
し
た
楊
劇
西
游
記
の
猪
(朱
)
八
戒
が
、
も
と
も
と
摩
利
支
天
の
御
車
將
軍
て
あ

っ
た
も
の
が
、
下
凡
し
て
妖
怪
と
な

っ
た
こ
と
と
ほ
ぼ

一
致

す

る
。
從

っ
て
、

「
元
本
西
遊
記
」
に
お
い
て
、
朱
八
戒

と
し
て
登
場
し
た
彼
の
出
自
を

『佛
説
大

摩
里
麦
菩
薩
經
』
中
に
示
さ
れ
る
こ
の
摩
利
支
天
菩
薩
の
猪
に
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
摩
利
支
天
菩
薩
の
猪
こ
そ
が
朱
八
戒
の
出
自
で
は
な

い
か
と
い
う
の
が
、
小
論
の
見
解
で
あ

る
。
彼
の
出
自
と
は
別
に
、
猪
(朱
)
八
戒

が
、
中
國

の
官
制
に
は
見
當
た
ら
な
い

「
御
車
將
軍
」
と
さ
れ
る
こ
と
も
注
目
に

値
す
る
。
嘘

も
摩
利
支
唾

.票

乘
る
猪
と
關
連
を
持
込

猪
の
別
稱
で
あ
る

「
長
豫
將
軍
」
や

「
烏
將
軍
」
な
ど
か
ら
、
架
空
の
官
職
で
あ
る

「
御
車
將
軍
」

一
八
八

を
作
り
出
し
て
、
摩
利
支
天
菩
薩
が
乘
る
猪
に
ふ
さ
わ
し
い
名
稱
を
與
え
た
も
の

て
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
も
う
ひ
と

つ
、
朱
八
戒
は
三
藏
法
師

の
西
天
取
經
の
旅
に
隨
行
し
、
そ
の
任
を
果
し
た
後
、
證
果
を
得
て
「淨
壇
使
者
」

に
な

っ
た

(「元
本
西
遊
記
」
.
世
徳
堂
本
)
と
さ
れ
る
が
、
こ
の

「
淨
壇
使
者
」
も

佛
教

の
諸
奪
の
う
ち
に
は
存
在
し
な
い
。
朱
八
戒
が

「
淨
壇
使
者
」
と
い
う
掃
除

係
り
の
よ
う
な
架
空
の
奪
者
に
當

て
ら
れ
た
の
も
、
摩
利
支
天
菩
薩
に
獻

せ
ら
れ

る
供
物
を
、
菩
薩
の
猪
に
食
べ
さ
せ
て
清
淨
に
さ
せ
る
と
い
う
發
想
が
も
と
に
な

っ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
。
世
徳
堂
本
西
遊
記
67
囘
で
、
三
藏
法
師
ら
師
徒
か

「稀
柿
衙
」
と
い
う
名

の
腐

っ
た
柿
が
充
ち
滿
ち
て
い
る
山
道
を
逋
る
際
、
猪
八

戒
が
大
猪
に
變
化
し
、
道
を
淨
め
て

一
行
を
無
事
に
通
行
さ
せ
る
。
こ
の
く
だ
り

は
、
八
戒
が

「淨
壇
使
者
」
と
さ
れ
た
經
緯
と
無
關
係
て
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
朱

(猪
)
八
戒
か
、

「
御
車
將
軍
」

や

「
淨
壇
使
者
」
と
い
う
全
く
架
空
の
役
職
に

當
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
特
色
の
あ
る
と
こ
ろ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
コ
兀
本
西
遊
記
」
(ま
た
は
、

先
行
す
る
元
前
期

「
西
遊
記
」)
に
登
場
す

る
朱
八
戒
は
、
あ
る
い
は
こ
の
期
の
編
者
が
、
西
遊
記
物
語
の
中
に
意
圖
的
に
創

出
し
た
役
者
で
あ

っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
元
代

の
朱
八
戒

の
形
象
が
密
教
の
系
統
を
引
く
と
す
る
と
、
孫
行
者

・
沙

和
尚
、
そ
し
て
朱
八
戒
の
三
弟
子
が
、
す
べ
て
密
教
と
の
關
係
を
強
く
持

つ
こ
と

に
な
り
、
ま
た
ひ
と

つ
注
目
す
べ
き
事
柄
と
な

っ
て
く
る
。

第

三
章

朱
入
戒
か
ら
猪
入
戒
像

へ
の
發
展
と
そ
の
過
程

こ
の
章
で
は
、
朱
八
戒
か
ら
猪
八
戒
豫

へ
の
形
象
の
發
展
過
程
に
つ
い
て
考
察

を
進
め
て
行
き
た
い
。

前
章
で
は
、猪
八
戒
が
朱
八
戒
の
名
で
西
遊
記
物
語
に
登
場
す
る
際
、
そ
の
直
接

の
出
自
は
摩
利
支
天
菩
薩
の
猪
で
あ
る
と
推
測
し
た
が
、
そ
の
菩
薩
の
猪
は
、
乘



り
も
の
と
し
て
の
猪
で
あ

っ
た
。
の
ち
に
、
こ
の
部
分
は
、
道
中
荷
か
つ
ぎ
役
と

し
て
の
八
戒
像
に
窺
わ
れ
る
。
猪
八
戒
が

一
方
に
備
え
る
靈
性
的
部
分
、

つ
ま
り

衣
に
述
べ
る
よ
う
に
祕
將
的
側
面
は
、
元
代
に
朱
八
戒
と
し
て
登
場
す
る
そ
の
當

初
か
ら
備
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
猪
八
戒
の
紳
將
的
側
面
を
支
え
、
そ
の

形
象
確
立
に
重
大
な
影
響
を
與
え
た
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
同
し
密
教
に
屬
す
る

猪
頭
人
身
の
天
衆
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
名
を
金
剛
面
天
、
ま
た
の
名

を
猪
頭
天
と
も
言
う
。
身
は
赤
黒
色
で
、
三
股
の
鈷
鉤
を
持
ち
、
荷
葉
座
の
上
に

坐
す
。
諸
曼
荼
羅
に
見
え
る
こ
の
金
剛
面
天
の
姿
か
ら
、
猪
八
戒
像

を
想
起

す

る
こ
と
は
、
さ
ほ
と
難
し
く
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
金
剛
面
天
は
、
本
來
、
毘

沙
門
天
と
同
列
の
金
剛
界
外
部
二
十
天

の
北
方
第

一
天
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
中

國
で
密
教
が
衰
え
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
金
剛
面
天
の
姿
は
あ
い
ま
い
に
な

っ
た
ら

し
い
。
元
明
頃
に
な
る
と
、
金
剛
面
天

は
毘
沙
門
天
の
配
下
に
格
下
げ
に
な

っ
た

う
え
、
象
頭
の
毘
那
夜
迦
天
と
融
合
し
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
猪
首
象
鼻
の
民
俗

紳
と
な
り
、
民
間
に
根
づ
い
て
い
た
ら
し
い
。
『
三
教
源
流
捜
禪
大
全
』
卷
七

「
天

王
」
に
、

「
…

・昔
唐
太
宗
、
從
高
祀
起
義
兵
、
有
祚
降
於
前
、
自
稱
毘
沙
門
天
王
頭

む

む

む

　

む

む

む

　

む

同
乃
定
亂
、
其
手
將
有
猪
首
象
鼻
者
、
故
所
向
成
功

・」
(傍
點
筆
者
)

と
見
え
る
。

こ
の

「
猪
首
象
鼻
者
」
が
、
元
明
當
時

に
意
識
さ
れ
て
い
た
金
剛
面

天
で
あ

っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
金
剛
面
天
が
、
朱
八
戒
像
成
立
の
時
點
で

導
入
さ
れ
、
形
象
の
確
立
に
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
世
徳
堂
本
西
遊

記
で
、
猪
八
戒
が

「
一
个
長
嘴
大
耳
的
和
尚
」

(
28
囘
な
ど
)

と
よ
く
言
わ
れ
る

そ
の

「
大
耳
」
の
由
來
は
、
金
剛
面
天

に
融
合
し
た
毘
那
夜
迦
天
の
大
耳
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

と
.岩

で
、
朱
八
戒
が
登
場
し
た
元
袋

、
西
藏
密
繖
で
あ
る
喇
靉

が
帝
室

を
中
心
に
廣
ま
り
、
種

々
の
衝
撃
を
中
國
瓧
會
に
與
え
た
。
こ
の
喇
嘛
教

の
中
に

西
遊

記
に
お
け
る
猪

八
戒
像

の
形
成

も
、
前
述

の
摩
利
支
天
や
金
剛
面
天
は
入

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
他
方
、
無

上
瑜
伽
乘
の
特
色
を
な
す
ヤ
フ
・
ユ
ム
(双
入
)
も
そ
の
列
に
あ

っ
た
。
特
に
、
勝

樂
佛

(
サ
ン
ヴ

ァ
ラ
)
と
妃
の
金
剛
牝
豚

(ヴ

ァ
ジ

ュ
ラ

・
ヴ

ァ
ー
ラ
ー
ヒ
ー
)

の
抱
合
像
を
描
く

サ
ン
ヴ
ァ
ラ
別
奪

マ
ン
タ
ラ
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
中
で

も
女
性
的
原
理
で
あ
る
般
若
を
表
わ
す
金
剛
牝
豚

(
金
剛
猪
妃
)
は
、
摩
利
支
天

と
同
し
癡
族
に
屬
し
、
男
女
を
魅
惑
す
る
た
め
の
儀
式
に
お
い
て
所
願
さ
れ
る
と

㈲

言
わ
れ
る
。
し
か
も
、
從
來
の
中
國
佛
教
に
は
見
ら
れ
な
い
ヤ
フ
・
ユ
ム
と
し
て

曼
荼
羅
化

・
佛
像
化
さ
れ
て
い
る
點
は
、
道
俗
に
強
烈
な
印
象
を
與
え
た
で
あ
ろ

う
。
元
朝

の
喇
嘛
教
信
仰
は
、
文
字
逋
り
左
道
密
教
的
傾
向
の
強
い
卑
俗
な
理
解

鬪

に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
ら
し
い
。
從

っ
て
、
ヤ
ブ

・
ユ
ム
と
し
て
の
金
剛
牝
豚
も

特
殊
な
爨

T

蘓

祕
的
合

制
」
1
を
疉

た
と
耋

ら
れ
る
・
中
國
で
は
・
猪

は
古
く
か
ら
好
色
の
動
物
と
し
て
樣

々
な
傳
説

・
説
話
を
生
ん
で
い
る
が
、
そ
の

印
象
を
更
に
こ
の
ヤ
フ
・
ユ
ム
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
金
剛
牝
豚
が
、
鮮
明
に
し
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
喇
嘛
激
で
は
金
剛
牝
豚
は
特
別
な
存
在
で
は
な
い
し
、
ま

た
、
楊
劇
西
游
記
の
段
階
か
ら
猪
八
戒
が
妻
を
持
ち
、
好
色
な
猪
に
設
定
さ
れ
て

い
る
點
な
ど
か
ら
考
え
て
、
金
剛
牝
豚
の
影
響
が
な
か
っ
た
と
は
言
い
き
れ
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
世
徳
堂
本
西
遊
記
で
、
猪
八
戒
が
登
場
す
る
場
所
を
わ
ざ
わ
ざ

西
藏

の
鳥
斯
藏
國

(
18
囘
)
に
設
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
猪
八
戒
と
喇
嘛
教
と
の

幽

間
の
親
密
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
摩
利
支
天
菩
薩
の

猪
が
朱
八
戒
と
し
て
登
場
す
る
そ
の
當
初
か
ら
、
こ
れ
ら
の
金
剛
面
天
や
金
剛
牝

豚
な
ど
の
影
響
が
既
に
あ

っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

密
教
世
界
の

「
猪
」
が
、
西
遊
記
物
語
に
違
和
感
も
な
く
溶
け
込
む
こ
と
が
出

來
た
背
景
に
は
、
摩
利
支
天
信
仰
な
ど
の
存
在
が
あ

っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
中
國
肚
會
に
根
づ
い
て
い
た
猪
に
ま
つ
わ
る
怪
奇
談

(注
⑫

鰯

㈱

參
照
)
や
異
聞

(『楚
辭
』
な
ど
)
、
十
二
騨
將

(十
二
支
)
の
亥
神
の
信
仰
な
ど
も
、

一
八
九



日
本
中
國
學
會
報

第

三
十

一
輯

猪
八
戒
の
物
語

へ
の
融
和
を
側
面
的
に
助
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
猪

八
戒
と
は
本
來
關
係
を
持
た
な
か
っ
た
中
國
民
間
傳
承
の

「猪
」
の
基
盤
に
、
猪

八
戒

(コ
兀
本
西
遊
記
」
は
朱
八
戒
、

楊
劇
西
游
記
は
猪
八
戒
)
と
い
う
特
殊
な

「猪
」
を
の
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
か
ら
こ
そ
、
西
遊
記
物
語

の
中
に
容
易
に
融

和
し
、
後
に
形
象
の
發
展
と
い
う
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

猪
八
戒
像
が
發
展
す
る
第

二
段
階
は
、
八
戒
を
御
車
將
軍
か
ら
天
蓬
元
帥

へ
置

き
換
え
た
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
楊
劇
西
游
記
の
猪
八
戒
は
御
車
將
軍
で
あ

っ
た

が
、
世
徳
堂
本
西
遊
記
で
は
、
天
蓬
元
帥
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
楊
劇
西
游

記
か
ら
世
徳
堂
本

へ
と
西
遊
記
物
語
が
發
展
す
る
過
程
を
反
映
す

る
も

の
で
あ

る
。
世
徳
堂
本
中
唯

、
元
來
、
猪
八
戒
と
天
蓬
元
帥
が
別
箇
の
存
在
で
あ

っ
た

痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
猪
八
戒
が
御
車
將

軍
よ
り
天
蓬
元
帥
に
置
き
換
え
ら
れ
た

際
、
天
篷
元
帥
に
ま
つ
わ
る
説
話
な
ど
が
、
猪
八
戒
の
形
象
に
付
加

・
導
入
さ
れ

た
こ
と
が
考
、兄
ら
れ
る
。
猪
八
戒
が
世
徳

堂
本
に
お
い
て
そ
の
前
世
に
當
て
ら
れ

た
こ
の
天
蓬
元
帥
は
、
も
と
も
と
古
く
か
ら
あ

っ
た
道
歡
系
の
祚
將
て
あ

っ
た
ら

し
い
。
「
天
蓬
」
と
い
う
語
は
古
文

陶
弘
景
の

『
眞
誥
』

覧

細

晩
唐
で
は

道
教
聯
と
し
て
奪
崇
を
集
め
て
い
た
。
『
雲
笈
七
籤
』
に
、

天
蓬
元
帥
は
、

北
斗

の
太
帝
に
所
屬
す
る
將
軍
と
し
て
見
え

て
い
る
。
宋

・
元
代
に
な
る
と
、
い
っ
そ

う
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
た
。

『事
林
廣
記
』

卷
六

・
七

「
聖
眞
降
會
」
に
は
、
天
蓬

元
帥
の
下
降
日
が
詳
記
さ
れ
て
い
る
。

明
代
で
は
、
『
釋
迦
佛
雙
林
坐
化
』

劇
に

八
部
天
蓬
天
猷
が
霧

し
、
『
大
唐
達

詞
話
』

で
は
、
唐
開
國
の
功
臣
の
一
人

の
秦
瓊

の
號
に
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
道
教
祚
で
あ
る
天
蓬
元
帥
に
、
猪

八
戒
を
置
き
換
え
た
理
由
は
ど
こ
に
あ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
ま
ず
第

一

に
、
御
車
將
軍
と
い
う
架
空
の
官
職
が
あ

ま
り
に
も

「
俗
」
で
、
天
界
の
紳
將
に

ま
で
高
め
ら
れ
た
猪
八
戒
に
は
不
都
合

で
あ

っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
古
來
よ
り
人

一
九
〇

々
の
尊
崇
を
集
め
て
い
た
天
蓬
元
帥
が
、

「
北
極
天
蓬
都
元

帥

眞

君
」
(『事
林
廣

記
』)
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
北
方
の
肺
將
で
あ
り
、
他
方
、
猪
八
戒
は
、
金
剛
面

天
と
い
う
北
方
天
部
の
天
奪
や
北
方
水
榊
の
藥
師
十
二
紳
將
の
亥
瀞

(『覺
禪
鈔
』

卷
三
)
な
ど
の
系
統
を
引
く
護
法
紳
で
あ

っ
た
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
北
方
の
護
法

紳
と
い
う
こ
と
で
、
天
蓬
元
帥
と
猪
八
戒
が
結
合
す
る
共
通
基
盤
を
持

っ
て
い
た

こ
と
、
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
よ
う
。

お
も
う
に
、
天
蓬
元
帥
を
猪
八
戒
に
當
て
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

一
つ
に
は
猪
八

戒
像
を
發
展
さ
せ
、
ま
た

一
つ
に
は
、
天
蓬
元
帥
の
信
仰
を
通
し
て
猪
八
戒
と
人

々
と
を
親
密
化
さ
せ
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、

當
時
殘
存
し
て
い
た
唐
代
以
來

の
密
敏
か
、
ま
す
ま
す
道
教
と
互
い
に
接
近
し
融

㈲

合
し
て
い
っ
た
情
況
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

猪
八
戒
の
形
象
發
展
に
天
蓬
元
帥
の
影
響
が
あ

っ
た
こ
と
と
は
別
に
、
い
ま

一

つ
、
猪
八
戒

の
形
象
を
充
實
さ
せ
た
も
の
が
あ

っ
た
。
開
路
神
が
そ
れ
で
あ
る
。

世
徳
堂
本
を
見
る
と
、
し
ば
し
ば
猪
八
戒
が
開
路
神
に
譬
え
ら
れ
た
り
、
開
路
紳

の
役
目
を
ふ
ま
え
た
行
動
を
取
る
場
面
に
遭
遇
す
る
。
寶
象
國
の
國
王
の
面
前
で

得
意
氣
に
大
き
く
變
化
し
た
八
戒

の
さ
ま
を

「
就
長
有
八
九
丈
長
、
却
似
个
開
路

肺

一
般
」

(
29
囘
)
と
開
路
祚
に
な
ぞ
ら
え
る
。
烏
鷄
國
で
は
、

欲
に
目
が
く
ら

ん
た
八
戒
は
、
悟
室
の
計
略
に
の
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
井
龍
王
の
水
晶
宮
よ
り
烏

鷄
國
の
國
王
の
屍
を
か
つ
ぐ
は
め
に
な
る
。
前
世
が
水
聯
で
あ

っ
た
八
戒

よ
り

も
、
む
し
ろ
、
現
世

に
流
沙
河
で
怪
を
な
し
て
い
た
沙
和
爾
の
方
が
適
任
で
あ
ろ

う
に
、
わ
さ
わ
ざ
八
戒
が
起
用
さ
れ
て
い
る
。
あ
ま
り
良
い
仕
事

で
は
な

い
の

に
、
八
戒
は
井
龍
王
に
獨
し
て

「既
這
等
説
、
我
與
怺
駄
出
去
、
只
読
把
多
少
燒

埋
錢
與
我
」

(38
囘
)

と
欲
を
出
し
て
引
き
う
け
て
も
よ
い
と
い

っ
た
態
度
を
示

す
。
た
だ
し
、
目
算
は
失
敗
に
絡
わ
っ
た
が
。
こ
の
點
に
も
、
天
河
の
天
蓬
元
帥

の
影
響
と
と
も
に
、
開
路
神

の
反
映
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。



猪
八
戒
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
開
路
瀞
と
は
、
體
の
大
き
い
青
面
赤
鬚
の
、
出
棺

の
際
に
先
頭
に
掲
げ
ら
れ
る
榊
將
て
あ

っ
た
。
こ
れ
は

『
三
教
源
流
捜
祕
大
全
』

卷
七

「
開
路
瀞
君
」
の
條
に
見
え
る
。

「
開
路
神
君
、
乃
是
周
禮
之
方
相
氏
是
也
、
相
傳
軒
轅
皇
帝
周
遊
九
鞍
、
元

妃
螺
祀
死
於
道
、
令
次
妃
好
如
監
護
、
因
買
相
以
防
夜
、
盖
其
始
也
、
俗
名

險
道
聯
、

一
名
阡
陌
將
軍
、

一
名
開
路
紳
君
、
其
瀞
身
長
丈
餘
、頭
廣
三
尺
、

鬚
長
三
尺
五
寸
、
鬣
赤
面
藍
、
頭
載
束
髮
金
冠
、
身
穿
紅
戰
袍
、
脚
穿
島
皮

靴
、
左
手
執
玉
印
、
右
手
執
方
天
晝
戟
、
出
柩
以
先
行
之
、
能
押
諸
凶
熬
惡

鬼
藏
形
、
行
柩
之
吉
神
也
、
晋
傳
之
於
後
世
矣
。」

こ
こ
に
見
ら
れ
る
開
路
紳
の
記
述
と
世
徳
堂
本
の
猪
八
戒

の
記
述

と

の
間

に

は
、
ま
た
以
下
の
よ
う
な
共
逋
性
が
認

め
ら
れ
る
。
三
藏
法
師
ら
が
琵
琶
洞
を
逋

過
し
た
後
、
山
賊
に
襲
わ
れ
る
。
が
、
逆
に
山
賊
は
悟
空
に
よ

っ
て
殺
さ
れ
て
し

ま
い
、
そ
の
殺
さ
れ
た
山
賊
を
埋
め
る
役
に
八
戒
か
當
て
ら
れ
る

(
56
囘
)
。

い

わ
ば
人
の
忌
む
役
目
を
八
戒
に
當
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
の
形
象
に
開
路
禪
と

い
う
民
俗
紳
の
反
映
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
烏
鶏
國
で
は
、
八
戒
は

國
王
の
屍
を
か
つ
ぐ
役
の
み
な
ら
ず
、
泣
き
屋
ま
で
や
っ
て
い
る

(
39
囘
)
。

ま

た
、
鎭
海
寺
で
輕
い
病
氣
に
な

っ
た
三
藏
法
師
に
獨
し
て
、
八
戒
は
棺
を
買

っ
て

み
と

っ
て
や
ろ
う
と
提
案
す
る

(81
囘
)
。

三
藏
法
師
ら
が
折
岳
蓮
環
洞
を
逋
る

時
に
も
、
「像
做
个
開
路
將
軍
、
在
前
剖
路

・」
と
、
猪
八
戒
を

「開
路
將
軍
」

に
仕
立
て
て
い
る

(
跖
囘
)
。

こ
の
よ
う

に
、

猪
八
戒
の
形
象
に
は
開
路
紳
が
大

き
く
參
與
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
猪
八
戒
像
を
大
き
く
發
展
さ
せ
た
原
動
力
が
、

天
蓬
元
帥
と
か
開
路
禪
と
い
っ
た
土
俗
的
色
彩
の
濃
い
民
俗
帥
で
あ
る
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
天
蓬
元
帥

へ
の
轉
換

・
開
路
瀞
の
導
入
か
行
な

わ
れ
た
段
階
は
、楊
劇
西
游
記
成
書
以
後

、世
徳
堂
本
西
遊
記
の
體
裁
が
整
う
ま
て

の
時
期
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
孫
悟
空
像
に
雷
騨
像
が
付
加
さ
れ

西
遯
記

に
お
け
る
猪

八
戒
像

の
形
成

た
段
階
と
軌
を

一
に
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
猪
八
戒
に
民
俗
融
の
要
素
か
導
入
さ

れ
た
こ
と
は
、
彼
を
よ
り
い
っ
そ
う
親
し
み
の
持

て
る

「
演
員
」
に
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
逆
に
、
中
國
に
立
脚
す
る
基
盤
-

民
俗
脚
や
傳
説
な
ど
ー

を
持
た

ず
、
あ
く
ま
て
西
域
の
流
沙
河
の
妖
怪
に
終
始
し
た
沙
和
尚
は
、
形
象
面
で
の
發

展
が
低
迷
化
し
、
結
果
と
し
て
、
猪
八
戒
が
沙
和
伺
と
入
れ
換
わ

っ
て
第
二
番
目

の
弟
子
と
な

っ
た
の
て
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
、
猪
八
戒
の
名
稱
の
由
來
と
、
な
ぜ
猪
か
三
藏
法
師
の
弟
子
に
選
ば

れ
た
か
と
い
う
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
。
世
徳
堂
本
西
遊
記
て
は
、
猪
八
戒

(悟

能
)
の
命
名
の
由
來
を
衣

の
よ
う
に
記
し
て
い
る

(傍
點
簍

石
)
。

　

む

　

　

　

む

　

む

ゆ

む

　

　

ゆ

む

む

「菩
薩
才
與
他
摩
頂
受
戒
、
指
身
爲
姓
、
就
姓
了
猪
、
替
他
起
个
法
名
、
就

　

む

む

　り

む

む

ゆ

　

む

む

　

　

叫
做
猪
悟
能
、
遂
此
領
命
歸
眞
、
持
齋
把
素
、
斷
絶
了
五
葷
三
厭
、
專
候
那

取
經
人

」
(
8
囘
)

む

猪
悟
能
と
い
う
法
名
は
、
沙
悟
淨
の
悟
淨
と
い
う
名
と
と
も
に
、
孫
悟
空
の
悟
室

砌

に
そ
ろ
え
る
た
め
に
後
で
付
加
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

む
し
ろ
、

「
元
本

む

む

西
遊
記
」
な
ど
の
朱

(猪
)
八
戒
の
名
が
、
最
初
か
ら
の
名
稱
で
あ

っ
た
で
あ
ろ

う
。
世
徳
堂
本
で
は
、
先
に
悟
能
と
い
う
法
名
を
觀
音
が
授
け
て
い
る
た
め
、
八

戒
と
い
う
法
名
は

「祢
既
是
不
吃
五
葷
三
厭
、
我
再
與
侮
起

个
別
名
、
喚
爲

八

戒
」
(19
囘
)
と
、

三
藏
法
師
が
五
葷
三
厭
を
斷

っ
て
、

取
經
人
を
待

っ
て
い
た

八
戒
に
、
別
名
と
し
て
投
け
た
こ
と
に
し
て
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
世
徳
堂
本
西

遊
記

(或
は
そ
の
前
身
の
テ
キ
ス
ト
)
段
階
で
、
猪
八
戒
が
も
と
も
と
持

っ
て
い

　

　

ゆ

　

た
八
戒
と
い
う
法
名
と
は
別
に
、
さ
ら
に
悟
能
と
い
う
法
名
を
重
複
し
て
持
た
せ

た
た
め
、

つ
し
つ
ま
を
合
わ
せ
る
方
便
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
猪
八

戒
の
名
稱
の

「
八
戒
」
は
、
佛
教
と
深
い
關
係
を
持
ち
、
八
齋
戒
な
と
と
も
言
わ

㈹

。

。

。

。

れ

る
。

佛

教

の

「
八

戒

」

を
猪

怪

の
名

稱

と

し

た

の
は

、
ま
ず

、
他

の
三
藏

法

師

・

む

む

む

　

孫
行
者

(悟
室
)
・
沙
和
爾
の
名
稱
や
稱
號
が
、

す
べ
て
佛
歡
に
ち
な
む
も
の
て

一
九

一



日
本
中
國
學
會
報

第
三
十

一
輯

あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
と
つ
り
合
い
の
と
れ
る
名
號
を
必
要
と
し
た
。
ま
た
、
表
向

き
に
は
、
佛
歡
の

「
八
戒
」
を
守
る
弟

子
と
い
う
、

い
わ
ば
世
徳
堂
本
19
囘
に
示

さ
れ
る
八
戒
の
名
稱
の
由
來
に
近
い
考

え
の
も
と
に
、
八
戒
と
い
う
法
名
が
授
け

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
表
向
き
と
言

っ
た
の
は
、
八
戒
と
命
名
さ

れ
た
も
の
の
、
と
く
に
世
徳
堂
本
以
後
、
彼

の
實
際
行
動
は
ご
と
ご
と
に
破

「
八

戒
」
で
あ
り
、
逆
説
的
な

ユ
ー
モ
ア
が

こ
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、

む猪
八
戒
の
姓
の
猪
で
あ
る
が
、
世
徳
堂
本

で
は
、
そ
の
姿
か
ら
猪
の
姓
を
授
け
ら

れ
る
。
そ
れ
以
前
の
段
階
で
は
、

『銷
釋
眞
空
寶
卷
』
・
『洞
天
玄
記
』

前
序
が
と

も
に
姓
を

「
猪
」

と
す
る
が
、

「
元
本

西
遊
記
」
で
は

「
朱
」
姓
、
楊
劇
西
游
記

で
は

「
猪
」
・
「
朱
」
を
混
用
す
る
。
と

こ
ろ
が
、
世
徳
堂
本
西
遊
記
泓
回
の
滅
法

　

む

　

　

國
の
話
の
中
で
、
三
藏
法
師
を

「唐
大
官
儿
」、
孫
行
者
を

「
孫
二
官
儿
」、
沙
和

　

む

む

尚
を

「
沙
四
官
儿
」
と
す
る
中
で
、
猪

八
戒
の
み
を

「朱
三
官
儿
」
と
す
る
。

こ

こ
で
、
猪
を

「
朱
」
に
置
き
換
え
る
積
極
的
な
理
由
は
見
當
た
ら
な
い
。
お
そ
ら

く
、
こ
の
部
分
は
、
舊
段
階
の

「朱
」
姓
時
代

の
痕
跡
と
思
わ
れ
る
。
當
初
の
猪

八
戒
は
、
「朱
八
戒
」
(「元
本
西
遊
記
」)

の
名
稱

で
登
場
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
元
本
西
遊
記
」
の
編
者
は
、
朱
八
戒

が
猪
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
雅
な

る
朱
姓
を
冠
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ

る
い
は
、
朱
姓
を
八
戒
に
與
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
肬
動
物
化
を
圖

っ
た
か
と
も
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
の
ち
、
明
の
宗

室

の
朱
姓
を
憚

っ
て
、
朱
八
戒
の
姓
は
明
瞭
に
猪
姓
に
書
き
換
え
ら
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

最
後

に
、
三
藏
法
師
の
弟
子
の
一
人
に
猪
が
選
ば
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、
知
り

得
た
範
圍
で
の
諸
點
を
整
理
し
て
お
く
。

元
來
、
猪
と
西
天
取
經
と
は
、
直
接

に
は
關
係
を
持
た
な
か
っ
た
。
元
代
に
至

っ
て
、
朱
八
戒
が
登
場
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
西
遊
記
物
語
は
、
美
男
の
三

藏
法
師
に
翻
猴
の
孫
行
者
、
沙
漠
の
怪
僣
沙
和
尚
、
龍
の
化
身
の
白
馬
と
、
そ
れ

一
九
二

に
黒
猪
の
朱
八
戒
と
い
う
異
形
な
者
た
ち
が
隊
を
く
ん
で
三
藏
法
師
を
助
け

つ
つ

西
天
取
經
の
旅
を
つ
づ
け
る
プ

ロ
ソ
ト
が
確
立
す
る
。
元
代
の
編
者
や
物
語

の
詳

細
な
展
開
を
把
握
で
き
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
朱
八
戒
登
場
の
眞
の
經
緯
は
不
明

で
あ
る
。
當
時
に
あ

っ
て
は
、
そ
れ
は
物
語
を
充
實
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
圖
の
も

と
に
行
な
わ
れ
た
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
は
す
る
が
、
三
藏
法
師
を
と
り
圍
む
異
形

の
も
の
た
ち
を
な
ぜ
登
場
さ
せ
、
そ
の
中
に
猪

の
形
象
を
な
ぜ
加
え
た
か
、
そ
の

契
機
は
何

で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
に
は
先
例
が
求
め
ら
れ
る
か
否
か
な
ど
、
な
お

今
後
の
課
題
と
す
べ
き
點
は
多
い
。
い
ま
こ
こ
で
は
、
將
來
の
よ
り
廣
い
展
望
の

も
と
に
行
な
わ
れ
る
べ
き
解
明
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
に
わ
か
り
得
た
朱
八
戒
登

場

の
種

々
の
背
景
を
箇
條
を
追

っ
て
指
摘
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
『楚
辭
』
以
來
、

西
方
に

「
豕
首
」

の
妖
怪
が
い
る
と
い
う
傳
承
が
あ

っ
た

(注
⑳
參
照
)
。

二
、
十

二
祕
將

(十
二
支
)
亥
瀞
や
家
畜
の
猪
と
中
國
人
の
生
活
と
が
密
着
し
て

い
た

(大
正
藏
經
圖
像
卷
7

「醍
醐
本
藥
師
十
二
紳
將
圖
」
.
注
㈱

.
⑫
參
照
)。

三
、
元
代

の
密
教
に
お
け
る
金
剛
面
天

・
摩
利
支
天

・
金
剛
牝
豚
か
ら
の
影
響
が

あ
り
、

こ
の
點
は
、
と
り
わ
け
喇
嘛
教
か
ら
の
影
響
か
大
き

か

っ
た
と
見
ら
れ

る
。

四
、
三
藏
法
師
の
弟
子
に
な
る
條
件
、

つ
ま
り
護
法
騨
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
か
要
求
さ
れ
る

(
例

楊
劇
西
游
記
卷
四
第
十
六
齣

「
〔唐
僣
云
〕

・
・饒
這

魔
軍
與
弟
子
護
法
者
」)
。

密
教
世
界
に
は
、
普
賢
菩
薩
と
白
象
、
大
威
徳
明
王
と
水
牛
な
ど
と
い
っ
た
動

物
を
隨
從
さ
せ
る
諸
像
が
多
く
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
諸
奪
の
う
ち
、
護
法

・
武

門
騨
を
代
表
す
る
も
の
は
、
摩
利
支
天
菩
薩
で
あ

っ
た
。
こ
の
第
四
の
條
件
を
滿

す
摩
利
支
天
菩
薩
の
猪
が
、

一
～
三
と
共
通
要
素
を
持
ち
、
し
か
も
他
の
悟
室

・

沙
和
爾

・
龍
馬
と
形
象
面
で
重
複
し
な
い
こ
と
か
ら
、
選
ば
れ
て
不
都
合
の
な
い



側
面
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
摩
利
支
天
菩
薩
そ
の
も
の
が
選
ば
れ
な
か
っ
た
の
は

當
然
で
、
觀
晋
と
と
も
に
美
女
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
摩
利
支
天

菩
薩
の
役
目
を
象
徴
的
に
肩
代
り
さ
せ
た
の
が
、
菩
薩

の
猪
で
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
、
そ
れ
が
朱
八
戒
に
形
象
化
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

猪
を
西
遊
記
物
語
中
に
攝
取
し
て
、
朱
八
戒
と
い
う
形
象
を
生
み
出
し
た
こ
と

は
、
全
く
讀
者

・
聽
衆

の
意
表
に
出
る
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

一
點

か
ら
見
て
も
、
元
代

の
西
遊
記
物
語
の
編
者
が
凡
手
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
西
遊
記
上
の
猪
八
戒
の
役
割
等
は
、
悟
室

・
沙
和
爾
ら

と
の
關
係
の
中
で
綜
合
的
に
檢
討
さ
る
べ
き
こ
と
で
、
今
後

の
課
題
と
い
た
し
た

い
。
筆
者
の
力
不
足
の
た
め
、
考
察
面

で
の
誤
り
も
多

い
か
と
お
そ
れ
る
。
大
方

の
御
叱
正
を
お
願
い
い
た
す
次
第
で
あ

る
。

注
ω

世
徳
堂
本
西
遊
記
と
楊
劇
西
游
記
と
の
間
に
お
け
る
成
書
上
の
先
後
に
つ
い
て
の

檢
討
の
結
果
は
、
別
に
小
論
を
發
衷
す
る
豫
定
て
あ
る
。

②

太
田
辰
夫
氏

「
《銷
釋
眞
空
賓
卷
》

に
見
え
る

《西
遊
記
》
故
事
」

(『紳
戸
外
大

諭
叢
』
15
-
6

・
蠅
年
)
。
た
だ
し
、
こ
の
賓
卷
に
見
え
る
「
猪
入
界
」
と
嘉
靖
21
年

楊
悌

「洞
天
玄
記
前
序
」
中
の

「猪
八
界
」
と
が

一
致
し
、
兩
者
の
間
に
位
置
す
る

は
ず
の

『老
朴
集
覽
』
に
見
え
る

「
朱
八
戒
」
と
一
致
し
な
い
の
は
問
題
て
あ
る
。

ま
た
、
羅
刹
女
の
場
合
も
同
樣
で
、
『銷
釋
眞
空
寶
卷
』
は
世
徳
堂
本
に
近
い
使
わ

れ
方
を
し
て
い
る

(羅
刹
女
の
名
稱
)。
楊
劇
西
游
記
が

「鐡
勗
公
主
」
の
名
稱
を

用
い
て
い
る
の
に
比
ぺ
て
、
む
し
ろ
、
そ
の
後
の
段
階
の
西
遊
記
物
語
に
お
け
る
羅

刹
女

(鐡
屡
公
圭
)
の
話
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
問
題
が
處
々
に
散

見
さ
れ
る
賓
卷
で
あ
る
。

③

拙
論

「《元
本
西
遊
記
》
に
お
け
る
孫
行
者
の
形
成
」
(『集
刊
東
洋
學
』
38
號

・

跏
年
)
序
章
參
照
。
參
考

"
太
田
辰
夫
氏

「朴
通
事
諺
解
所
引
西
遊
記
考
」
(『紳
戸

外
大
論
叢
』
10
-
2
、
㎜
年
)

西
邂
記

に
お
け

る
猪
八
戒
像

の
形
成

ω

孫
楷
第
氏

「呉
昌
齡
與
雜
劇
西
遊
記
」
(『輔
仁
學
誌
』
第
8
卷
1
期

・
遡
年
)
、嚴

敦
易
氏

「"西
游
記
"和
古
典
栽
曲
的
美
系
」
(『文
學
書
刊
介
紹
』
第
8
期

・
醐
年
)
、

波
多
野
太
郎
氏

「
西
游
記
傳
奇
序
説
」
・
張
鵆
經
氏

「有
美

《
西
天
取
經
》
和

《
西

游
記
》
丙
秤
奈
測
」
(と
も
に

『東
方
宗
歡
』
20
號
㎜
年
)、
太
田
辰
夫
氏

「戲
曲
西

遊
記
考
」
(『紳
戸
外
大
論
叢
』
22
-
3
・
跏
年
)。
こ
の
内
、
孫
氏
の
研
究
が
、
楊

劇
西
游
記
が
楊
景
賢
の
原
作
の
姿
を
留
め
る
か
否
か
な
ど
の
問
題
點
は
あ
る
も
の

の
、
な
お
有
力
な
説
の
一
つ
て
あ
ろ
う
。

⑤

太
田
辰
夫
氏

「戲
曲
西
遊
記
考
」
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑥

孫
楷
第
氏
前
掲
論
文
の
引
用
に
據
る
。
未
見

(稀
覯
書
)
の
た
め
。

ω

太
田
辰
夫
氏

「西
遊
記
成
立
史
略
」
(『帥
戸
外
大
論
叢
』
28
-
3
・
跏
年
)

㈹

『新
鐫
節
義
鴛
鴦
塚
嬌
紅
記
』
上
は
、
「古
越
孟
稱
舜
著
、
陳
洪
綬
評
點
、
朱
曾

秦
訂
正
」
な
ど
と
表
記
す
る
。
『墨
愍
齋
詳
定
酒
家
傭
傳
奇
』
は
、
「姑
蘇
陸
無
從

・

欽
虹
江
二
稿
、
同
郡
龍
子
獪
更
定
」
と
す
る
。
但
し
、
『元
曲
選
』
の
よ
う
に
、
手

か
加
わ
っ
て
い
て
も
表
記
し
な
い
例
も
、

一
方
に
存
在
す
る
。

⑨

臧
晉
叔

『元
曲
選
』
、
孟
稱
舜

『新
鐫
古
今
名
劇
柳
枝
集
』
な
ど
も
楊
劇
西
游
記

を
呉
昌
齢
撰
と
す
る
。

⑩

太
田
辰
夫
氏

「
西
遊
記
成
立
史
略
」

⑪

『太
夲
御
覽
』
卷
鵬

「默
部
十
五
、
豕
」、
「湖
南
湘
明
唐
墓
清
理
簡
振
」
(『文

物
』
㎜
年
11
期
P
48
～
P
52
・
卷
末
)
、
「五
代
閾
國
刈
隼
墓
岌
掘
扱
告
」
(『文
物
』

蠅
年
1
期
P
71
)、
張
仲
葛
「出
土
文
物
所
見
我
國
家
猪
品
種
的
形
成
和
發
展
」
(『文

物
』
㎜
年
1
期
P
瓰
～
P
91
)、
安
藤
更
生
氏

『中
國
美
術
雜
稿
』
(昭
和
必
年
)
P

66
～
P
68
な
ど
參
照
。

⑫

『
太
夲
廣
記
』
卷
㎜

「菩
提
寺
猪
」、
同
卷
姻

「豕
」
項
、
『夷
堅
志
』
甲
志
15
・

三
志
辛
10
ニ
ゴ
志
巳
2
、
『輟
耕
録
』
卷
11
、
『天
中
記
』
卷
54
「
猪
」
項
な
ど
。

⑬

陳
寅
恪
氏

「西
遊
記
玄
奘
弟
子
故
事
之
演
變
」
(『國
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研

究
所
集
刊
』
2
-
2
・
鰤
年
)、
中
谷
宇
吉
郎
氏

「西
遊
記
の
夢
」
(『文
藝
春
秋
』

21
卷
1
號

・
躙
年
)、
入
谷
仙
介
氏

「西
遊
記
解
説
」
(筑
摩
書
房

・
同
氏
譯

『西
遊

一
九

三



日
本
中
國
學
會

報

第
三
十

一
輯

記
』
・
棚
年
)
。
中
谷

氏
と
入
谷
氏

は
、

同
じ
く
敦
煌
晝
を
見
ら
れ
た
ら
し
く
見
う
け

ら
れ

る
が
、
詳
細
は
兩
氏

と
も

に
記

さ
れ
て
い
な
い
。

⑭

太
田
辰
夫
氏

「
戲
曲

西
遊
記
考
」
、
同
氏

「
西
遊
記
源
流
考
」

(『鳥

居
久

靖

先

生

華
甲
記
念
論
集
中
國

の
言
語

と
文
學
』
所
收
、

㎜
年
)

⑮

孫
悟
室

の
出
自
を
求

め
る

の
に
、

イ

メ
ー
ジ
な
ど
の
類
似
性

の
方
面

に
重
き
を
置

い
た
從
來

の
研
究
の
場
合

と
、

同
じ
誤

り
を
く
り
返

し
て
い
る
。

⑯

『
望
月
佛
歡
大
辭
典
』
、
中
村

元
氏

『
佛
教
語
大
辭
典
』

の

「
摩

利

支

天
」
項

に

據
る
。

⑰

小
林
太
市
郎
著
作
集

7

『
佛
教
藝
術

の
研
究
』

(
鯏
年
)

P
跚
～

P
姐
參
照
。

⑱

松
本
榮

一
氏

『
燉
煌
書

の
研
究

圖

像
篇
』

(
鮒
年
)
第

三
章
第
十

一
節

「
日

前

摩
利
支
天
圖
」

P
齠
～
P
姻
。

⑲

バ

ッ
タ
チ
ャ
リ
ヤ
著

・
脚
代
峻
通
譯

『
イ

ン
ド
密
教
學
序
説
』
(
昭
和

37
年
)
P
珊

～

P
餅
參
照
。

麁.
>

Z
国
鬢

↓
田
国
目
○
・髯
0
2
0
0
ド

団
説
Z
月
出
国
0
2

讐.
弔
曽
ユ

臨o

(
お
8
醤
譜
)
コ
帥
8

2
9

鍵

、
髯
似
臥
9
1
(
国
a

幽
o
『・B
口
き

凶
)
.

⑳

澤
田
瑞

穗
氏

『
佛
教
と
中
國
文
學
』

(昭
和

50
年
)
附
録

「
天
理
圖

書
館

所

見

道

書

私
録
」
。
但

し
、
完
全

に

「
道
書
」

と
見
倣

せ
る
も
の
か
否
か
、
未

見

の

た

め

に

不
明

て
あ

る
。
こ
こ
て
は
澤
田
氏

に
從

い
、
後

日
、
補

い
た

い
。

⑳

大
正
藏
經
第

二
十

一
卷

恥
撕

宋

.
祝
穆

編

『
新
編
古
今
事
文
類
聚
後
集
』
卷

如
、
明

・
餘
庭
璧
編

・
胡

文
煥

校

『新
刻
事
物
異
名
』
下

(
『
和
刻
本
類
書
集
成
』

四
輯
所
收
)

王
憚

『幽
怪
録
』

(『
壟

夙
祕
書
』
所
收
)

孫
行
者

と
密
敏

と
の
關
係

に

つ
い
て
は
、
前
掲
拙
論
參
照
。
ま
た
、
元
代

の

「
西
遊

記
」

に
道
歡
的
潤
色
が
あ
る
旨
を
示
唆
す

る
虞
集

の

「
原
序
」
(
『
西
遊
證
道
書
』
所

收
)

に

つ
い
て
は
、
筆
者

は
そ

の
序

に
僞
託
性

が
存
在
す
る
と
考
え

て
い
る

(拙

論

「
〈
元
本

西
遊
記
〉
を

め
ぐ

る
問
題
レ

『
西
遊
證
道
書
』
所
載

虞

集

撰

〈
原
序
〉

と

丘
處
機

の
傳
記
ー
」
.
『
文
化
』

42
卷

3

・
4
號
㎜
年
)
。
沙
和
爾
は
、
宋
本

に

「深

沙

騨
」

と
し
て
登
場
す
る
。
玄
奘
と
深
沙
紳

の
關
係

は
古
く
か
ら
存
在
し
、
『
覺
禪
鈔
』

一
九

四

卷
凱

「深
沙
大
將
」
項
に

「深
沙
紳
王
像

一
躯

常
曉
、
本
像
由
來
、小
栗
栖
録
云
、

右
唐
代
玄
奘
三
藏
、
遠
渉
五
天
、
感
得
此
騨
、
此
是
北
方
多
聞
天
王
化
身
也
、
今
唐

國
人
、
總
重
此
瀞

恵
什
闍
梨
云
、
深
沙
像
持
鉢
説
有
之
云
≧
、
或
云
、
瀞
頸
懸

七
髑
髏
、
是
玄
奘
七
生
之
首
也
云
≧
」
と
見
え
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
當
時
、

既
に
玄
奘
の
西
天
取
經
が
何
度
も
試
み
ら
れ
た
と
い
う
傳
説
が
作
ら
れ
て
い
た
ら
し

い
點
で
あ
る
。
沙
和
尚
の
原
型
て
あ
る
深
沙
大
將
は
、
密
教
系
の
神
將
て
あ
り
、
岐

阜
の
横
藏
寺
な
ど
に
深
沙
大
將
像
か
傳
わ
る

(石
田
茂
作
氏

『佛
教
美
術
の
基
本
』

(昭
和
42
年
》
P
慍
～
P
囲
)。
三
藏
法
師
の
三
人
の
弟
子
た
ち
が
す
ぺ
て
密
教
と

係
り
合
い
を
持
つ
こ
と
は
、
「元
本
西
遊
記
」
段
階
の
編
者
が
密
敏
に
…對
し
て
深

い

造
詣
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑳

『
金
剛
界
九
會
大
曼
荼
羅

(降
三
世
羯
磨
會
)』
(滋
賀
石
山
寺
藏
本

・
大
正
藏
經

圖
像
第

一
卷
)
、
『金
剛
界
曼
茶
羅

(成
身
會
)』
(京
都
醍
醐
寺
藏
本

・
同
上
)
、
『叡

山
本
金
剛
界
大
曼
荼
羅
』
(同
上
藏
本

・
同
第
二
卷
)
な
ど
に
見
え
る
。
興
味
深
い

の
は
、
金
剛
面
天
か
千
手
觀
晋
の
眷
屬
を
構
成

(松
本
氏
前
掲
書
P
㎝
～
P
㎝
)
し

て
い
る
こ
と
て
あ
る
。
ま
た
、
『白
寶
抄
』
で
は
、
摩
利
支
天
女
が
千
手
觀
音
の
天

女
部
に
い
て
、
大
禰
猴
の
畢
婆
伽
羅
王
と
と
も
に
千
手
觀
晋
の
眷
屬
を
な
し
て
お
り

(小
林
氏
前
掲
書
P
97
～
P
98
)、
そ
れ
ぞ
れ
が
千
手
觀
晋
を
め
ぐ
っ
て
關
係
を
持

っ
て
い
る
。

⑳

『
三
敏
源
流
捜
神
大
全
』
は
元
代
の
作
と
さ
れ
る
か
、
宣
統
元
年
郎
園
重
刊
本
の

葉
徳
輝
後
序
に
示
さ
れ
る
よ
う
に

「元
板
聲
像
捜
神
廣
記
」
を
明
代
増
補
し
た
も
の

で
あ
る
。
從

っ
て
、
純
粹
に
は
元
代
の
作
と
は
見
ら
れ
な
い
か
、
本
書
の
中
に
見
ら

れ
る
祚
像

・
神
傳
な
ど
は
、
元
明
頃
の
も
の
と
見
て
差
支
え
な
い
の
て
は
な
い
か
。

㈲

野
上
俊
靜
氏

「元
代
ラ
マ
教
と
民
衆
」
な
ど
(同
氏

『元
史
釋
老
傳
の
研
究
』
(昭

和
53
年
)
再
收
)
、
栂
尾
群
雲
氏

『祕
密
佛
激
史
』
(昭
和
8
年
)
第
二

「支
那
の
密

教
」
參
照
。

⑳

『
ア
ジ
ア
佛
數
史

・
イ
ソ
ド
編
W
密
歡
』(昭
和
姐
年
)
第
五
章

「密
教
の
美
術
」

P
鰡
～
P
嬲
及
び
同
書
卷
頭
圖
參
照
。
サ
ソ
ヴ
ァ
ラ
と
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
・
ヴ
ァ
ー
ラ
ー



ヒ
ー
の
説
明
は
、
『
イ
ン
ド
密
激
學
序
説
』
第
十
三
章

「
パ
ソ
テ
ォ
ン
」
P
m
～
P

旧
・
P
拵
～
P
塒
參
照
。

㈲

『
イ
ン
ド
密
教
學
序
説
』
P
捌
～
P
娚
參
照
。

㈹

栂
尾
氏
前
掲
書

(P
蜘
～
P
m
)
に
、
順
宗
朝
の
喇
嘘
歡
理
解
の
例
か
示
さ
れ
て

い
る
。
元
代
、
文
化
水
準
の
低
い
蒙
古
人
な
ど
は
、
喇
嘘
敏
を
呪
術
性

・
奇
怪
性

(永
尾
龍
造
氏

『支
那
民
俗
誌
』
(昭
和
16
年
)
第
二
卷
P
㎝
～
P
㎝
や
、
橋
本
光

賓
氏

『蒙
古
の
蜊
瞳
教
』
(昭
和
17
年
》
P
痂
～
P
脳
な
ど
に
掲
載
さ
れ
る
「打
鬼
」

に
そ
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
)
の
面
や
ヤ
プ

・
ユ
ム
な
ど
の
面
か
ら
受
容
し
た
こ
と
が

想
像
さ
れ
る
。

⑳

『
ア
ジ
ア
佛
教
史

・
イ
ン
ド
編
W
密
歡
』
第
二
章

「密
歡
の
起
源
」
P
卿
。

㈱

『
西
遊
記
』
の
成
立
に
、
中
國
密
敏
や
西
藏
密
激

(喇
嘛
激
)
が
關
與
し
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。
世
徳
堂
本
西
遊
記
の
中
て
、
釋
尊
が

「
怠
慢
了
瑜
迦
之
正
宗
」
(8

囘
)
と
言

っ
た
り
、
天
竺
國
王
に
悟
空
が

「皈
正
在
瑜
伽
門
下
」
(髄
囘
)
と
自
己

紹
介
し
た
り
す
る
。
ま
た
、
孫
悟
空
を
五
行
山
に
封
じ
込
め
る
際
、
喇
嘛
歡
徒
が
唱

え
る
觀
音
の
眞
言

「庵
嘛
泥
叺
腿
吽
」
(橋
本
氏
前
掲
書
)
の
書
か
れ
た
札
を
貼
り

っ
け
る
。
80
囘
で
一
行
が
宿
に
と
た
の
ん
だ
鎭
海
禪
林
寺
は
、
寺
名
は
禪
寺
を
思
わ

せ
る
も
の
の
、
す
べ
て
喇
嘛
僣
が
往
持
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
世
徳
堂
本
で

は
、
瑜
伽
正
宗

(密
激
)
や
喇
嘛
歡
が
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
て
い
る
。

り

も

ら

カ

⑳

『楚
辭
章
句
』
卷
九
「招
魂
」
に
、
「魂
兮
歸
來
、
西
方
之
害
、
流
沙
千
里
些
」
と

も

も

も

セ

へ

あ

る
。

ま
た
、

同
卷
十

「
大
招
」

に
、
「
魂
庫
無
西
、
西
方
流
沙
、
灘
洋
洋
只
、
豕

も

も

う

首
縱

目
、
被

髮
鬟
只
、
長
爪
踞
牙
、
諛
笑
狂
只
…
…
」
と
見
え
、

こ
れ
は
西
域

に
、

沙
和
爾

と
と
も
に
猪

八
戒
が
登
場
す
る
根
據
を
與
え
る
か
と
考
え

ら

れ

る
。
『
山
海

經
』
卷

七

「
海
外

西
經
」

に
は
、
「
:
:

并
封
在
巫
威
東
、
其
状
如
麁

、
前
後
皆
有

首

黒
、
女
子
國
在

巫
威
北
、
兩
女
子
居
水
周
之
」

と
記
さ
れ
、
麁

の
よ
う
な
怪
物

と
女

子
國

の
存
在

を
傳

え
る
。

こ
れ
ら
が
す

べ
て
西
方

に
あ
る

こ
と
は
、
注
意
す

べ
き

で

あ
ろ
う
。

㈱

『
三
才

圖
會
』
「
人
物
」
卷

10
に
、
「
六
丁

六
甲
直
日
瀞
將
圖
」
が
あ

り
、

そ
の
内

西
遊
記

に
お
け
る
猪
八
戒
像

の
形
成

に

「
丁
亥
禪
將
名
張
文
通
」
・
「
甲
申
胖
將
名
扈
文

長
」

か
見
え

る
。

こ
の
六
丁
六
甲

騨
將
自
體
、
世
徳
堂
本
西
遊
記

に

「
我
等
是

六
丁
六
甲

各
各
輪
流
値
日
听
候

」

(
15
囘
な
ど
)

と
し
て
、

三
藏
法
師

の
護
法
祕

の
役
目
を
う
け

て
登
場
し

て
い
る
。

つ

も

⑳

世
徳
堂
本
西
遊
記
7
囘
に
、
「如
來
佛
租
殄
滅
了
妖
猴

時
有
天
蓬

・
天
佑
急

出
靈
臀
費
殿
道
、
請
如
來
少
待
、我
主
大
駕
來
也
」
と
、
天
蓬
か
登
場
す
る
。
一
方
、

猪
八
戒
は
こ
の
時
す
て
に
、
前
天
蓬
元
帥
の
妖
怪
と
し
て
雲
棧
洞
に
い
る
。
天
蓬
を

官
職
と
し
て
特
定
の
個
人
に
歸
結
さ
せ
な
け
れ
ば
、
矛
盾
は
な
い
。
だ
が
、
世
徳
堂

本
で
は
、
天
蓬
元
帥
は
す
ぺ
て
猪
八
戒
を
指
し
て
い
る

(41
・
61
・
73
・
98
囘
な

ど
)
。
從
っ
て
、
世
徳
堂
本
7
囘
に
見
え
る
猪
八
戒
と
は
關
係
の
な
い

「天
蓬
」
は
、

八
戒
か
天
蓬
元
帥
に
さ
れ
る
以
前
の
痕
跡
と
し
て
、
未
處
理
の
ま
ま
殘
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

㈲

『眞
誥
』
(上
海
版

『道
藏
』
太
玄
部
・
安
字
)
卷
十
に
、
「北
帝
熬
鬼
之
法
、
先

叩
齒
三
十
六
下
乃
祝
日
、
天
蓬
天
蓬
九
元
熬
童
五
丁
都
司
高
ヨ
北
公

」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

劒

『雲
笈
七
籤
』
卷
扨

「劉
載
之
謫
天
蓬
呪
驗
」、
同

「
王
道
珂
誦
天
蓬
呪
驗
」、
同

書
卷
伽

「
范
希
越
天
蓬
印
所
雨
驗
」

⑳

宋
代
の
天
蓬
元
帥
に
つ
い
て
は
、
太
田
氏

「戲
曲
西
遊
記
考
」
に
記
述
か
あ
る
。

ま
た
、
元
代
て
は
、
『事
林
廣
記
』
卷
六
・
七

「聖
眞
降
會
」
に
、
「正
月
聖
降
日

廿
五
天
蓬
下
降
北
斗
出
遊
目

二
月
聖
降
日

初
五
北
極
天
蓬
都
元
帥
眞
君

下
降

」
な
ど
と
見
え
、
毎
月
25
日

(月
に
よ
っ
て
は
5
日
も
)
が
天
蓬
下
降
日

に
な
っ
て
い
る
。

㈲

『大
唐
秦
王
詞
話
』
卷

一
「天
蓬
星
寨
叔
寶
開
彊
展
土
」、
卷
四
「
秦
瓊
上
界
天

蓬
帥
」
な
ど
と
見
え
る
。

⑳

吉
岡
義
豐
氏

『道
敏
と
佛
敏
第

一
』
(昭
和
34
年
)
「皿
中
國
に
お
け
る
密
敏
信

仰
」
・
柳
澤
孝
氏

「唐
本
北
斗
曼
茶
羅
の
二
遺
例
」
(『道
教
研
究
』
第
二
册
・
㎜
年
)

に
、
道

・
密
の
融
合
の
一
端
が
見
え
る
。
明
代
の
観
晋
信
仰
や
摩
利
支
天
信
仰
(『斗

母
誥
摩
利
支
天
聖
號
』)
か
ら
も
、
窺
わ
れ
る
よ
う
て
あ
る
。

一
九
五



日
本
中
國
學
會
報

第

三
十

一
輯

㈲

『西
遊
記
』
と
は
別
に
、
『封
紳
演
義
』
99
囘
に

「太
歳
部
下
日
直
衆
星
名
譚
」

と
し
て

「開
路
紳

方
諱
相
」
が
見
え
る
。
か
つ
て
孫
行
者
の
形
象
に
、
雷
公
の
影

響
が
あ
る
旨
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る

(注
㈲
拙
論
參
照
)。

㈱

世
徳
堂
本
西
遊
記
で
は
、
舊
本
の
名
稱
を
そ
の
ま
ま
殘
し
、
そ
れ
と
は
別
に
名
を

與
え
る
場
合
が
多
い
。
紅
孩
見
に
聖
嬰
大
王
、
鐡
扇
公
主
に
羅
刹
女
、
多
目
怪
に
百

眼
魔
君
、
地
湧
夫
人
に
姥
女
な
ど
。

鱒

『倶
舎
論
記
』
卷
十
四

(大
正
藏
經
第
姐
卷
翫
㎜
)。
參
考

"
土
橋
秀
高
氏

「受

八
齋
戒
儀
の
變
遯
ー
ス
タ
イ
ン
本
を
中
心
に
ー
」
(『岩
井
博
士
古
稀
記
念
典
籍
論

集
』
昭
和
38
年
)

⑭

晩
唐
頃
に
、
八
戒
和
爾
と
い
う
僣
が
い
た
。
奎
冏
隱
の

「爲
八
戒
和
爾
謝
復
三
學

山
精
舎
表
」
(『蜀
碑
記
』
卷

一
)
に
記
さ
れ
た
僣
で
あ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か

ら
な
い
。
從

っ
て
、
孫
悟
空
と

「唐
上
都
章
敬
寺
悟
空
傳
」
(『宋
高
僣
傳
』
卷
三
)

と
の
關
係

(前
蝎
拙
論
注
3
)
と
同
じ
よ
う
に
、
猪
八
戒
と

「
八
戒
和
爾
」
と
の
間

に
、
名
稱
を
め
ぐ
っ
て
關
係
が
存
在
し
た
か
否
か
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
兩
者

の
關
係
は
希
薄
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
入
戒
和
尚
に
つ
い
て
は
、
同
學
の

加
藤

・
澤
崎
兩
氏
よ
り
教
示
を
得
た
。
ま
た
、
前
羯
拙
論

(注
3
)
發
表
後
斗
僣
悟

空
に
つ
い
て
、
長
澤
和
俊
氏

「釋
悟
空
の
入
竺
に
つ
い
て
」
(『東
洋
學
術
研
究
』
14

卷
4
號

・
㎜
年
)
が
發
裘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
不
明
を
恥
じ
る
次
第
で
あ

る
。

(付
)

小
論
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
東
北
大
學
附
屬
圖
書
館
の
貴
重
書
利
用
の
幸
に
浴

し
、
ま
た
、
志
村
良
治
先
生
の
厚
い
御
指
導
を
賜
っ
た
こ
と
を
感
謝
を
こ
め
て
記
し

て
お
く
。

〔
一
九
七
九
年
二
月
一一十
七
目
記
〕

參
考
附
圖

e
摩
利
支
天
菩
薩

(『
圖
像
抄
』
卷
十

「天
等
下
」) 一

九
六

⇔
金
剛
面
天

(『
叡
山
本
金
剛
界
大
曼
茶
羅
』)

鸛
蠶

9

,


